
第1114回教育委員会（定例会）会議録 

 

公 開 

 

１ 日時場所 

令和２年３月11日（水） 午後３時 

県庁教育委員会室 

 

２ 出席者 

稲荷教育長、山本委員、小林委員、井口委員、三井田委員、松山委員 

（事務局）藤澤教育次長、須貝教育次長、鴻江総務課長、加藤財務課長、藤田福利課長、 

佐藤義務教育課長、藤井高等学校教育課長、鈴木生徒指導課長、 

信田生涯学習推進課長、佐藤文化行政課長、灰野保健体育課長、 

企画主幹、総務・財務・福利・義務・高等学校教育・生徒指導・ 

生涯学習推進・文化行政・保健体育各課長補佐、 

総務課総務係長、総務課総務係主任 

 

３ 開会 

午後３時 

 

４ 議事日程の承認 

第1114回教育委員会の議事日程及び議事順序を承認した。 

 

５ 会議録（公開分）の承認について 

第1113回教育委員会（定例会）の会議録（公開分）を承認した。 

 

６ 議案審議 

第57号議案 技能労務職員の給与等に関する規則の一部改正について 

事務局から、２月県議会において、一般職員に適用される給与条例の改正案が可決さ

れた場合、その改正内容に準じて当該規則を改正したい旨説明があり、審議の結果、全

員異議なく原案どおり可決した。 

 

第59号議案 令和２年度新潟県教科用図書選定審議会への諮問について 

事務局から、教科用図書採択の適正な実施を図るため、新潟県教科用図書選定審議会

に対して市町村教育委員会等が行う採択の基準等について諮問したい旨説明があり、審

議の結果、全員異議なく原案どおり可決した。 

 

第60号議案 新潟県文化財の指定について 

事務局から、新潟県文化財保護審議会により指定が適当と認められた候補物件（５



件）について、それぞれ県文化財として指定したい旨説明があり、審議の結果、全員異

議なく原案どおり可決した。 

 

７ 報告 

⑴  新型コロナウイルス感染症対策のための市町村立義務教育諸学校及び県立学校の臨

時休業等について 

事務局から、新型コロナウイルス感染症対策のための県立学校の臨時休業及び所管施

設の臨時休館等について説明があった。 

なお、次のとおり質疑があった。 
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学校を休業して、再開するという判断はどのくらいの時期に行わ

れるのか。また、どういった指示の下で行われるか決まっているの

か。 

 

感染の発生状況や患者数の推移を見て、全体として判断した上で

と考えているが、具体的にどのような条件になったらというものは

まだ持ち合わせていないのが現状である。今回も総理大臣の要請か

ら始まっているため、国の動きも注視をしていかなくてはならない

と考えている。全国的にも地域によって発生状況にかなり差がある

現状もあり、国がどういった対応をしていくか読み切れない部分も

あるため、今後の大きな課題だと考えている。 

 

県として独自で何か始めるといったことではなく、文部科学省等

国との連携の中で、時期を定めて取り組んでいくということか。 

 

国の方で一定の動きが出るようであれば、それを踏まえてという

形が第一だとは思っているが、そのあたりもまだ十分に情報が得ら

れていないため、ほぼ何も決まっていないという状態である。 

 

今ほどの質問について、もちろん国からの要請や指示もあると思

うが、県としての態勢もきちんととっておかなければならないので

はないか。これまでの経緯は経緯として、今後どういった態勢で行

っていくかについては、例えば市町村教育委員会との連携や、知事

部局との連携といったものもあると思うが、今の説明では見えない

部分もある。 

こういった危機的な状況を踏まえると、ある意味、県の教育委員

会がリーダーシップを発揮する場面ではないか。情報をきちんと伝

えるという意味でも、態勢を整えておく必要があると思う。 

また、現時点でも予想できることはある。例えば、感染の発生は
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予想できなくとも、いつ頃収束するといったような時系列がある。

収束が４月末までになるのか、あるいはもっと先になるのか、可能

性は何通りもあると思うが、予想外ということではなく、こうなれ

ばこうなるといった形で予想をし、もし外部協力者が必要であれ

ば、そういった態勢をとっておく必要があるのではないか。 

また、失われた教育をどうするかという点について、３学期は学

習がほぼ完了しているため、やり残した部分の補習を行うというこ

とだが、再開の時期によっても違ってくると思う。例えば、新学期

始めからすぐに授業を再開することができない場合はどうするかと

いう問題も出てくる。先ほどの話とも関連するが、やはりある程

度、色々なパターンを持っておくべきではないか。 

もう一つ、今できることがあると思う。先ほどの態勢作りもそう

かもしれないし、今であれば、ちょうど年度の変わり目で４月１日

からは新しい組織で動かなくてはならない。そういった中で、例え

ば少し前倒しで人事異動の発表を行ったり、新しい体制でも話し合

いをすることのできる時間をとったりする等、できることはあるの

ではないか。おそらく、教員の方達は忙しいと思うが、次年度の体

制を４月１日から急にスタートするのではなく、３月中に少し早め

にスタートすることができる体制を整えることも、１つの方法とし

てあるのではと思う。 

 

休業といっても教員は出勤しており、一部の職員は児童クラブ等

の応援に回っている。再開については、現在各学校において準備に

向けての検討を行っている。今回は２週間の休業としたため、春休

みをどうするかということが直近の課題としてある中で、春休みや

新年度のスタートへの対応について、教育委員会でも検討を進めて

いる。また、具体的な話では、学校では新学年用の教科書を渡すと

いった実務もあるため、そういった体制も考えていかなくてはなら

ない。後手に回ることのないよう対応を考えていきたいと思ってい

る。委員の皆様には逐一報告をさせていただきながら、進めてまい

りたい。 

 

一番不安に感じているのは生徒かもしれないし、保護者の方も不

安に感じていると思う。状況が逐一変化しているとは思うが、情報

共有はきちんと行っていくべき。 

 

履修不足に関する御指摘があったが、例えば４年生で積み残しが

あれば、５年生の授業を受ける前段でその積み残しを教えるという

ことを、各学校で考えているところである。時期的に不足するよう

であれば、ある意味今回は春休みを多めにとっているため、夏休み
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を若干短縮して対応するということも検討している。 

そのあたりについては各学校単位でも検討を行っており、通常の

学校の周期サイクルとは異なってくるが、柔軟な対応をとりなが

ら、子ども達にデメリットを与えないように対応していかなくては

ならないと考えている。 

 

保護者の立場としての意見でもあるが、最近は様々なネットワー

クが発達しており、保護者の間でも各学校の情報がメール等で回っ

てくる。すると、なぜ自分の子どもの通う学校からは連絡がないの

だろうというような話にもなったりする。先ほど小林委員も話され

ていたが、保護者も非常に不安に感じているため、少しの情報でも

よいので、決まったことはなるべく早めに知らせていただけると

様々な動きが想定できるのではと感じている。  

また、給食が実施されないことについて、家庭での対応が可能な

場合はよいが、一般的には給食が唯一の栄養元になっているような

家庭もあると言われている中で、そのあたりの配慮がどこまでなさ

れているのか。これまでは教員が個人的に家庭の状況を把握してい

て、対応をしてもらっていた部分がかなりあると思うため、そうい

った子どもが現在どうなっているのか、気になっている。教員の方

も大変だとは思うが、可能な範囲で対応していただきたい。 

 

先ほど、居場所の確保の部分で少し説明させていただいたが、先

週までは2,000人から2,500人前後、主に低学年の児童を学校で預か

っている状況である。さらに、小学校については、心配な子どもに

ついては電話連絡をとったり、家庭訪問を行ったりするなどして、

声をかけながら状況確認を行っていると市町村から聞いている。 

 

情報提供のルートは確立されているのか。例えば、入学式は規模

を縮小して開催する、というような情報を早めに共有して欲しいと

のことだが。 

 

保護者の方との情報共有については、現在、メールシステムは基

本的に全ての学校で確立されており、今後の見通し等については、

各学校から発信されていると認識している。今ほど御意見をいただ

いたため、市町村教育委員会を通して、学校から一律に様々な情報

が発信されるよう依頼しておきたい。 

 

基本的には各学校で保護者及び生徒のメールアドレスを掌握して

おり、そういった情報共有は可能な状況ではある。また、学校のホ

ームページでも周知を行っているため、必ず確認するように伝えて
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いる。 

 

状況が刻々と変化しており、先が見えない状態であるため、結果

報告になるとは思うが、やはり、保護者に的確に情報が渡るように

することが少しでも不安を解消することになる。ぜひ行っていただ

きたい。 

 

これまで誰もが経験したことのないことが起きているため、いざ

学校が再開するとなった後でも、それはそれで非常に混乱すること

になると思うし、対応も大変だとは思うが、やれることをやってい

くしかないのではと感じている。 

 

委員の皆様には、逐次情報提供させていただきたい。 

 

 

８ その他 

⑴ 令和元年度２月補正予算について 

事務局から、令和元年度２月補正予算案に係る知事調整の結果について報告があった。 

 

⑵ 令和元年度「人権教育、同和教育に関する教職員意識調査」報告書について 

事務局から、令和元年度「人権教育、同和教育に関する教職員意識調査」報告書の概

要について報告があった。 

 

⑶ 多忙化解消アクションプランの今後について 

事務局から、多忙化アクションプランに係る令和２年度の取組等について報告があっ

た。 

 

⑷ 令和２年度新潟県公立高等学校入学者選抜について 

事務局から、令和２年度新潟県公立高等学校入学者選抜の概要について報告があった。 

 

⑸ 新潟県いじめ防止対策等に関する委員会による４号案件調査報告書の提言対応につい   

 て 

事務局から、新潟県いじめ防止対策等に関する委員会から提出された４号案件調査報

告書における指摘や提言を踏まえた対応について報告があった。 

なお、次のとおり質疑があった。 
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 資料に記載のある生徒に対する生活実態調査というのは、具体的 

にどのようなことをするのか。 
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  例年、高等学校教育課で実施している生活に関する実態調査のことを 

指しているが、その中にいじめの定義に対する理解についての内容も入 

れながら、定期的に行ってまいりたい。 

 

  いじめに関する項目の他には、どういったことを聞いているか。 

 

  学習時間や睡眠時間等、生徒の学校生活に関する様々な事柄につい 

て聞いている。 

 

 

⑺ 新潟県文化財保存活用大綱について 

事務局から、新潟県文化財保存活用大綱の概要について報告があった。 

 

以上で、公開分の日程を終了した。 



 

第1114回教育委員会（定例会）会議結果 

 

非公開 

 

９ 公開分に引き続き、非公開と決定した議事に入った。 

 

10 会議録（非公開分）の承認について 

第1113回教育委員会（定例会）会議録を承認した。 

 

11 議案審議 

第65号議案 令和元年度末・令和２年度初事務局職員等の人事異動について 

審議の結果、全員異議なく原案どおり可決した。 

 

第66号議案 令和元年度末・令和２年度初義務教育諸学校校長の人事異動の変更について 

審議の結果、全員異議なく原案どおり可決した。 

 

12 報告 

⑵ 令和元年度末・令和２年度初義務教育諸学校副校長・教頭の人事異動について 

事務局から、義務教育諸学校副校長・教頭の人事異動について報告があった。 

 

⑶ 令和元年度末・令和２年度初県立高等学校等副校長・教頭の人事異動について 

事務局から、県立高等学校等副校長・教頭の人事異動について報告があった。 

 

13 議案審議 

第58号議案 令和２年度新潟県教科用図書選定審議会委員の委嘱及び任命について 

事務局から、20人の候補者を委員に委嘱したい旨説明があり、審議の結果、全員異議

なく原案どおり可決した。 

 

第61号議案 教職員の人事措置について 

下越地方小学校男性教諭の交通事故に係る人事措置（戒告）について、審議の結果、

全員異議なく原案どおり可決した。 

 

第62号議案 教職員の人事措置について 

第63号議案 教職員の人事措置について 

下越地方中学校女性教諭及び男性教諭の個人情報流失に係る人事措置（減給１月）に

ついて、関連する内容のため、一括審議の結果、全員異議なく原案どおり可決した。 

 

 



第64号議案 教職員の人事措置について 

教職員の人事措置について、審議の結果、全員異議なく原案どおり可決した。 

 

14 その他 

⑹ 県立学校の生徒指導状況について 

事務局から、県立学校の生徒指導状況について報告があった。 

 

⑻ 条件附採用教員の正式採用について 

事務局から、令和元年度採用教員のうち、条件附採用期間が12月の者に係る令和２年

４月１日付け正式採用等の状況について報告があった。 

 

⑼ 教育行政上の諸課題について 

意見交換された事項は以下のとおり。 

ア 新型コロナウイルス感染症対策について 

 

15 閉会 

午後５時10分 


